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※事務局記入欄 

№ 88 

【様式２】 

エントリー学校名： 
福岡県立筑紫中央高等学校 

活動名：  
未知との遭遇  ～教員全員が新技術を活用する～ 

解決すべき課題： 
本校は全教室に電子黒板・ＰＣ・書画カメラが導入されており、ＩＣＴ機器が充実している。その活用のため
に年に 1 回以上の研修を行っているが、授業中の活用状況は書画カメラや画像を映すだけにとどまり、積極的
に活用する教員は少ない。さらに、令和２年度からは生徒の学習を支援するためのクラウドサービス「Classi」
や、コミュニケーションソフトウェア「zoom」を導入することになっていた。今までの学校にはなかった新技術を有効
に活用して、生徒への教育効果を高めるためには、新技術を導入するときに教員の抵抗感を下げ、教員全員が
活用できるようになる必要がある。 
目標・方針： 
以下 3点の取組を計画し実践することで、新技術の使用率が定着するのではないかと考えた。 
１）実践的な研修会を行う。 
２）各学年に 1人以上相談窓口を作る。 
３）全員が ICT を活用する場を作る。 
活動内容： 
・研修会を段階的に行う。 
・一斉休校時、「同時双方向型」「オンデマンド型」など様々なオンライン学習の形態をとり、「Classi」や 
「zoom」を用いて配信する。 

・一斉休校時、「zoom」による面談を行う。 
・学校再開後も、集会では積極的に「zoom」を用いる。 
活動の成果： 
・「zoom」を用いた集会を現在も行っており、教員だけでなく生徒も積極的に活用するようになった。 
（写真１，２，３） 
・「zoom」を用いて遠隔 2者面談を行った。（写真４） 
・学校再開後も「Classi」，「zoom」の稼働率は高かった。（表１，２） 
・昨年度と比較して、ICT機器の活用状況は上昇している。（表３） 
・教員から「もっとこうしてほしい」という要望も多く出始め、ICT機器への関心が高まっていることがわかった。 
アピールポイント（アイディアや工夫）：  
・様々な年代・所属の教員が会議に参加し、多角的な意見を取り入れて会議を行った。 
・新技術に限らず、新しいことを取り入れることは怖いし誰でも不安である。その不安をどうすれば 
取り除けるのかを重点的に考えた。 
・研修はできるだけわかりやすく、根気強く行った。さらに、ＩＣＴ機器を活用した学校行事など、実践できる 
状況を作った。 

 
写真１                   写真２ 

 
写真３                   写真４ 
表１（zoom使用率の変移） 

 
表２（Classi使用率の変移） 

 
表３（学校内での ICT活用状況） 

  




